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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

24年３月期  334,668  2.8  16,601  49.8  14,037  63.4  5,952  －

23年３月期  325,620  2.8  11,079  323.0  8,590  －  △6,692  －

（注）包括利益 24年３月期 4,596百万円 （ ％） －   23年３月期 △10,663百万円 （ ％） －

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

24年３月期  23.11  －  4.1  3.9  5.0

23年３月期  △25.98  －  △4.5  2.3  3.4

（参考）持分法投資損益 24年３月期 百万円178 23年３月期 百万円593

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

24年３月期  359,500  149,574  40.5  565.69

23年３月期  361,233  145,232  39.2  550.19

（参考）自己資本 24年３月期 145,691百万円   23年３月期 141,702百万円

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

24年３月期  12,897  △7,841  △7,954  53,429

23年３月期  16,168  △7,993  △25,688  57,334

  
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 
（連結） 

純資産 
配当率 
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％
23年３月期 －  0.00 － 0.00 0.00  － － －
24年３月期 －  0.00 － 5.00 5.00  1,287 21.6 0.9
25年３月期 
（予想） 

－  5.00 － 5.00 10.00   19.8

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  161,000  2.1  7,000  2.7  5,000  18.6  6,000  725.9  23.30

通期  339,000  1.3  19,000  14.4  16,000  14.0  13,000  118.4  50.48



  
※  注記事項 

  
（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  

  

  

 
  
（３）発行済株式数（普通株式） 

  
（参考）個別業績の概要 

１．平成24年３月期の個別業績（平成23年４月１日～平成24年３月31日） 

  

  
（２）個別財政状態 

  
※  監査手続の実施状況に関する表示 

  
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：  無   

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更： 無

②  ①以外の会計方針の変更              ： 有

③  会計上の見積りの変更                ： 有

④  修正再表示                          ： 無

詳細は、〔添付資料〕18ページ「４．連結財務諸表（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変

更」をご覧下さい。

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年３月期 268,624,510株 23年３月期 268,624,510株

②  期末自己株式数 24年３月期 11,078,187株 23年３月期 11,071,323株

③  期中平均株式数 24年３月期 257,550,540株 23年３月期 257,563,314株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

24年３月期  151,070  △1.5  △3,280  －  8,292  －  6,301  －

23年３月期  153,412  △2.3  △10,364  －  △4,786  －  △11,705  －

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  円 銭 円 銭 

24年３月期  24.47  －

23年３月期  △45.45  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

24年３月期  246,966  108,078  43.8  419.65

23年３月期  252,495  101,340  40.1  393.47

（参考）自己資本 24年３月期 108,078百万円   23年３月期 101,340百万円

 この決算短信は、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続の対象外です。また、この決算短信の開示時点にお

いて、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係わる

本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、〔添付資料〕

３，４ページ「１．経営成績（２）次期の見通し」をご覧下さい。
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（１）経営成績に関する分析 

当連結会計年度における世界経済は、前半は緩やかな拡大基調で推移したものの、後半には欧州金融

不安の深刻化や米国景気回復の遅れ、新興国の経済成長の減速など、景気先行きの不透明感が強まり

ました。日本経済も、東日本大震災による景気の落ち込みからは着実な回復の動きが見られましたが、

円高の長期化やタイの洪水などの影響を受け、厳しい状況が続きました。 

このような事業環境の中、当社グループは平成27年度を最終年度とする中期経営計画“Evolution

2015”を策定し、エネルギー・電力関連投資の拡大を背景に堅調に推移している制御事業を中心に、

海外でのビジネス拡大や、国内での震災からの復興・復旧への対応など積極的な事業活動を展開しま

した。 

当連結会計年度における当社グループの業績は、円高の影響を受けながらも新興国・資源国でのビジ

ネス拡大に支えられ、前期と比較して売上高は増加しました。増収に加え、企業体質強化の取り組みを

続けたことにより営業利益と経常利益が増加した結果、当期純損益は４期ぶりに黒字化しました。  
  

  

 セグメント別の概況は以下のとおりです。 
  

制御事業  

  
制御事業は、日本市場では、円高の長期化などの影響を受けながらも震災からの復興に向けた需要が

見られるなど、総じて堅調に推移しました。また、海外市場でも、東南アジア諸国、中国、ブラジル、

オーストラリアなど新興国・資源国の市場で、エネルギープラントや電力プラントなどの需要が堅調に

推移しました。 

このような市場環境のもと、当社グループは、中期経営計画“Evolution 2015”で策定した「地域

戦略」、「業種戦略」、「製品戦略」の３つの成長戦略を展開しました。具体的には、新興国・資源国

を中心に、石油・天然ガスの探査、開発、生産工程であるアップストリームや、需要拡大が続いている

電力、石油化学、化学、再生可能エネルギー分野などの市場でビジネスを拡大しました。 

これらの結果、円高による減収・減益の影響はあったものの、同事業の売上高は2,771億85百万円

（前期比 165億20百万円増）、営業利益は198億96百万円（前期比 34億32百万円増）となり、前期と

比較して増収・増益となりました。 

  

 計測機器事業  

  
計測機器事業のうち測定器ビジネスの市場は、前半は省エネや新興国のインフラ整備に対するニーズ

の高まりから電力測定器や光関連測定器の需要が堅調に推移しました。しかし後半に入り、タイの

洪水の影響による特需などがあったものの、中国市場での需要減速などの影響を受け、同ビジネスの

売上高はほぼ前期並みの結果となりました。なお、半導体テスタビジネスの売上高は前期と比べ増加し

ました。 

しかし、計測機器事業全体の売上高は、フォトニクスビジネスからの撤退の影響などにより、前期と

比べ減少しました。一方、営業損益は、これまで実施してきた構造改革による固定費及び研究開発費の

減少などにより、前期と比べ損失が減少しました。 

 当連結会計年度における同事業の売上高は345億80百万円（前期比 24億96百万円減）、営業損失は35

億72百万円（前期比 28億19百万円損失減）となりました。 

１．経営成績

  23年3月期 24年3月期 前期比 

売上高      3,256億20百万円   億 百万円3,346 68    億 百万円増90 47

営業利益   110億79百万円 億１百万円166 億 百万円増55 22

経常利益  85億90百万円 億 百万円140 37 億 百万円増54 47

当期純利益     △66億92百万円    億 百万円59 52 億 百万円増126 44

  23年3月期 24年3月期 前期比 

売上高      2,606億65百万円 億 百万円2,771 85 億 百万円増165 20

営業利益    164億64百万円   億 百万円198 96 億 百万円増34 32

  23年3月期 24年3月期 前期比 

売上高    370億76百万円 億 百万円345 80 億 百万円減24 96

営業利益     △63億91百万円  △ 億72百万円35   億 百万円損失減28 19
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 その他事業  

  
 その他事業では、売上高は229億３百万円（前期比 49億76百万円減）、営業利益は２億77百万円
（前期比 ７億29百万円減）となり、前期と比較して減収・減益となりました。  

  

（２）次期の見通し 

 主要事業である制御事業は、新興国のエネルギー需要の高まりを背景に、電力、天然ガス、石油、

再生可能エネルギー市場を中心に堅調に推移すると予想されることから、同事業の受注高、売上高、

営業利益は前期に比べ増加する見通しです。 

 計測機器事業のうち測定器ビジネスは、省エネや新興国のインフラ整備に対する設備投資の高まりを

背景に堅調に推移すると予想していますが、半導体テスタビジネスの終息に伴い同ビジネスの受注高、

売上高が前期に比べ減少することから、同事業全体の受注高、売上高は前期に比べ減少する見通しで

す。また、同事業の営業損益は、主に半導体テスタビジネスの減収の影響により、同ビジネス終息に

伴う費用を計上した前期並みの水準となる見通しです。 

 これらの結果、全社の売上高、営業利益予想は、前期に比べ増収・増益となる見通しです。 

 当期純利益は、営業利益の増加に加え、構造改革に伴う特別損失の減少及び固定資産の売却に伴う

特別利益の計上により前期に比べ増益となる見通しです。 

 上記を踏まえた、現時点における連結業績予想及び当期実績との比較は、以下のとおりです。  

  

＜連結業績予想（第２四半期連結累計期間）＞ 

  

＜連結業績予想（通期）＞ 

  

＜平成25年３月期 連結業績予想 為替レート＞ 

  

  23年3月期 24年3月期 前期比 

売上高 278億79百万円 億３百万円229 億 百万円減49 76

営業利益   10億６百万円 ２億 百万円77 ７億 百万円減29

  24年3月期（実績） 25年3月期（予想） 前年同期比 

売上高 1,577億51百万円 1,610億円 32億49百万円増

営業利益 68億16百万円 70億円 １億84百万円増

経常利益 42億16百万円 50億円 ７億84百万円増

当期純利益 ７億26百万円 60億円 52億74百万円増

  24年3月期（実績） 25年3月期（予想） 前期比 

売上高 3,346億68百万円 3,390億円 43億32百万円増

営業利益 166億１百万円 190億円 23億99百万円増

経常利益  140億37百万円 160億円 19億63百万円増

当期純利益 59億52百万円 130億円 70億48百万円増

  
24年３月期（実績） 25年３月期（予想） 

第２四半期 通期 第２四半期 通期 

１米ドル 79.16円 78.82円 79円 79円 

１ユーロ 113.52円 109.34円 100円 100円 
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（参考）セグメント別 連結業績予想  

受注高（第２四半期累計期間） 

  

売上高（第２四半期累計期間） 

  

営業利益（第２四半期累計期間）  

  

受注高（通期） 

  

売上高（通期） 

  

営業利益（通期）  

  

＜業績予想のご利用にあたっての注意事項＞ 

 上記業績予想は、当社が現時点で合理的と判断した一定の前提に基づいたもので、実際の業績は予想
と異なることがあり得ます。 

 業績の変動要因となり得る主なものは以下のとおりです。 

・米ドル、ユーロ、アジア通貨、中東通貨を中心とした為替相場の変動 

・主要市場における経済情勢の急変 

・貿易規制などのビジネス環境の変化 

・市場における製品需給の急激な変動 

・日本の株式相場の変動 

・自社特許の保護及び他社特許の利用の確保 

・製品開発等における他社との提携関係 

 ・地震、洪水、津波などの自然災害の発生 

  24年3月期（実績） 25年3月期（予想） 前年同期比 

 制御事業 1,518億59百万円  1,460億円  58億59百万円減 

 計測機器事業 179億61百万円  160億円  19億61百万円減 

 その他事業 91億35百万円  80億円  11億35百万円減 

 合計 1,789億55百万円  1,700億円  89億55百万円減 

  24年3月期（実績） 25年3月期（予想） 前年同期比 

 制御事業 1,298億33百万円  1,350億円  51億67百万円増 

 計測機器事業 182億52百万円  160億円  22億52百万円減 

 その他事業 96億66百万円  100億円  ３億34百万円増 

 合計 1,577億51百万円  1,610億円  32億49百万円増 

  24年3月期（実績） 25年3月期（予想） 前年同期比 

 制御事業 78億99百万円  90億円 11億１百万円増 

 計測機器事業 △８億１百万円  △20億円  11億99百万円損失増 

 その他事業 △２億82百万円  ０億円  ２億82百万円増 

 合計 68億16百万円  70億円  １億84百万円増 

  24年3月期（実績） 25年3月期（予想） 前期比 

 制御事業 2,884億52百万円  2,960億円  75億48百万円増 

 計測機器事業 339億95百万円  330億円  ９億95百万円減 

 その他事業 216億19百万円  210億円  ６億19百万円減 

 合計 3,440億66百万円  3,500億円  59億34百万円増 

  24年3月期（実績） 25年3月期（予想） 前期比 

 制御事業 2,771億85百万円  2,830億円  58億15百万円増 

 計測機器事業 345億80百万円  330億円  15億80百万円減 

 その他事業 229億３百万円  230億円  97百万円増 

 合計 3,346億68百万円  3,390億円  43億32百万円増 

  24年3月期（実績） 25年3月期（予想） 前期比 

 制御事業 198億96百万円  215億円  16億４百万円増 

 計測機器事業 △35億72百万円  △30億円  ５億72百万円損失減 

 その他事業 ２億77百万円  ５億円  ２億23百万円増 

 合計 166億１百万円  190億円  23億99百万円増 
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（３）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当連結会計年度末の総資産は3,595億０百万円となり、前期末に比べ17億32百万円減少しました。受
取手形及び売掛金が70億48百万円増加した一方、現金及び預金が40億39百万円、有形固定資産が29億41
百万円、無形固定資産が18億36百万円減少したことが主な要因です。 

 負債合計は2,099億26百万円となり、前期末に比べ60億74百万円減少しました。短期借入金及び長期
借入金合計が77億37百万円減少したことが主な要因です。 

 純資産は1,495億74百万円となり、前期末に比べ43億41百万円増加しました。利益剰余金が59億90百
万円増加したことが主な要因です。この結果、自己資本比率は40.5％となり、前期末に比べ1.3％上昇
しました。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 現金及び現金同等物の残高は、営業活動による128億97百万円の収入、投資活動による78億41百万円
の支出、財務活動による79億54百万円の支出等の結果、当連結会計年度末には534億29百万円となり、
前期に比べ39億４百万円減少しました。 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益116億72百万円に対し、減価償却費
127億56百万円のプラス要因、売上債権の増加76億40百万円のマイナス要因等の調整の結果、前期に比
べ32億71百万円収入が減少したものの、128億97百万円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による67億98百万円及び無形固定資産の
取得による46億55百万円の支出、有形固定資産の売却による収入12億32百万円等の結果、前期に比べ１
億51百万円支出が減少し、78億41百万円の支出となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金481億19百万円の返済等に対し、長期借入金359億
20百万円の新規調達等により、前期に比べ177億33百万円支出が減少し、79億54百万円の支出となりま
した。 

  

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

（注）１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

２．株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

３．有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての 

  負債を対象としています。 

４．キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている  

  「営業活動によるキャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いています。  

  

（４）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、安定した経営基盤の確立を目指すとともに、株主の皆様に対する継続的な利益配分を最重要
施策の一つと認識し、中長期的成長のための事業投資などに向けた内部留保および財務体質の強化等を
総合的に勘案のうえ、連結配当性向30％を目安とする配当方針としています。 

 なお、当期の配当につきましては、今後の事業計画ならびに財務状況等を慎重に勘案し、期末配当金
を１株当たり５円とし、年間５円の配当を予定しています。 

 また、次期の配当につきましては、１株当たり10円（中間、期末それぞれ５円）を予定しています。
  

  20年3月期 21年3月期 22年3月期 23年3月期 24年3月期

 自己資本比率(％) 

 (自己資本／総資産) 
49.6 41.7 38.5 39.2 40.5 

 時価ベースの自己資本比率(％) 

 (株式時価総額／総資産) 
57.8 25.3 52.6 45.2 60.0 

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年)

 (有利子負債／キャッシュ・フロー) 
4.5 5.1 6.4 6.9 8.0 

 インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 

 (キャッシュ・フロー／利払い) 
15.0 16.9 11.4 5.7 4.2 
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当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、横河電機㈱（当社）、子会社86社及び関連会社３社に
より構成されています。当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業における位置付けは
次のとおりです。  

  

（１）制御事業 

 主要な製品は生産制御システム、流量計、差圧・圧力伝送器、プロセス分析計、プログラマブルコン
トローラ、工業用記録計等です。 

 横河マニュファクチャリング㈱、Yokogawa Electric Asia Pte.Ltd.、横河電機（蘇州）有限公司等
が製造したものを、日本国内につきましては主に横河電機㈱が、海外につきましては、主にYokogawa 
Engineering Asia Pte.Ltd.等が東南アジア各地にて、Yokogawa Europe B.V.等が欧州各地にて、
Yokogawa Corporation of America等が北米にて、Yokogawa Middle East B.S.C.(c)等が中東各地 

にて、横河電機（中国）有限公司等が中国にて、販売、エンジニアリングサービス及びアフターサービ
スを行っています。 

  

（２）計測機器事業 

 主要な製品は波形測定器、光通信関連測定器、信号発生器、電力・温度・圧力測定器、半導体テスト
システム、共焦点スキャナ等です。 

 波形測定器、光通信関連測定器、信号発生器、電力・温度・圧力測定器については、横河マニュファ
クチャリング㈱、Yokogawa Electronics Manufacturing Korea Co.,Ltd.等が製造したものを、日本国
内につきましては主に横河メータ＆インスツルメンツ㈱が、海外につきましては、主にYokogawa 
Engineering Asia Pte.Ltd.等が東南アジア各地にて、Yokogawa Europe B.V.等が欧州各地にて、
Yokogawa Corporation of America等が北米にて、上海横河国際貿易有限公司が中国にて、販売及び
アフターサービスを行っています。半導体テストシステムについては、横河マニュファクチャリング㈱
が製造したものを、横河テストソリューションズ㈱が国内・海外において販売及びアフターサービスを
行っていますが、韓国及び台湾においては、Yokogawa Measuring Instruments Korea Corp.及び台湾
横河股份有限公司がそれぞれアフターサービスを行っています。共焦点スキャナ等については主に横河
マニュファクチャリング㈱等が製造し、横河電機㈱が販売及びアフターサービスを行っています。 

  

（３）その他事業 

 主要な製品は航空機用計器、航海関連機器、気象・水文計測器等です。 

航空機用計器、航海関連機器、気象・水文計測器等については、横河電機㈱及び横河電子機器㈱が
製造販売しています。その他、横河パイオニックス㈱が不動産関連事業を行っています。 

  

２．企業集団の状況
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事業系統図  

以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりです。 

  

  

  

  

 （注）上図の関係会社のうち、名称の表記されている会社は、全て連結子会社です。 
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（１）会社の経営の基本方針 

[企業理念] 
「YOKOGAWAは 計測と制御と情報をテーマに より豊かな人間社会の実現に貢献する YOKOGAWA人は

良き市民であり 勇気をもった開拓者であれ」を企業理念として掲げ、この実現を目指します。 

  

[CSR（企業の社会的責任）] 
YOKOGAWAは、企業の社会的責任を果たすため、内部統制システムの構築・運用によるコーポレート・

ガバナンスを充実させ、企業価値の持続的向上を目指し、高い品質と顧客満足の追求、企業倫理の
徹底、公正な取引、人財育成・活用、環境マネジメント活動などを通じて、地域・社会への貢献を行い
ます。これにあたり、安全とコンプライアンスを最優先します。 

  

（２）目標とする経営指標 

 当社グループは、制御事業でグローバルNo.1カンパニーになることを中長期的な目標に掲げ、その
実現へのファーストステップとして、2015年度までに達成すべき成果とその戦略をまとめた中期経営
計画“Evolution 2015”を策定し、平成23年11月に発表しました。 

 本計画では、計測と制御による顧客の課題解決型のソリューションサービスを提供するGlobal
Solutions and Service Companyとして制御事業の成長戦略を推進するとともに、ヘッドクオーターの
グローバル化や生産体制の見直しといったビジネス構造改革を実行してまいります。これにより、2015
年度には連結売上高4,000億円、連結売上高営業利益率10％、１株当たり当期純利益100円を達成し、
これに併せて財務体質の健全化を図ってまいります。 

  

（３）中長期的な会社の経営戦略 

 当社グループは、企業理念を「YOKOGAWAは 計測と制御と情報をテーマに より豊かな人間社会の実現
に貢献する YOKOGAWA人は 良き市民であり 勇気をもった開拓者であれ」と定めています。この理念の
もとに、企業活動を健全に継続し、企業価値を最大化する「健全で利益ある経営」をするとともに、
お客様のビジネス視点で、お客様の付加価値向上につながるソリューションサービスを提供すること
で、地球環境保全、持続可能な社会の実現に貢献していきます。 

  

（４）会社の対処すべき課題 

 当社グループは、事業構造改革の完遂に向け、相模原事業所のリース契約の締結及び半導体テスタ
ビジネスの終息に関する意思決定を行いましたが、平成24年度はそれぞれの意思決定の実行に注力して
まいります。 

 これに加え、制御事業グローバルNo.1カンパニーの実現に向け、中期経営計画“Evolution 2015”で
策定した制御事業を中心とする成長戦略を推進するとともに、ヘッドクオーターのグローバル化や生産
体制の見直しといったビジネス構造改革などの各施策を着実に実行することにより財務体質の健全化を
図ります。 

  

＜コーポレート・ガバナンスの充実に向けた課題＞ 

 当社グループでは、健全で持続的な成長を確保し、株主の皆様をはじめとするステークホルダーから
の社会的信頼に応えていくことを企業経営の基本的使命と位置づけており、「健全で利益ある経営」を
実現するための重要施策として、コーポレート・ガバナンスの充実に取り組んでいます。 

 当社取締役会では、当社グループの事業に精通した取締役と、独立性の高い社外取締役による審議を
通して、意思決定の迅速性と透明性を高めています。また、社外監査役を含む監査役による監査を通し
て、取締役の職務執行の適法性、効率性、合理性、意思決定プロセスの妥当性等を厳正に監視・検証
し、経営に対する監査機能の充実を図っています。 

 当社グループでは、コンプライアンスの基本原則を『YOKOGAWAグループ企業行動規範』として定めて
おり、取締役が率先して企業倫理の遵守と浸透にあたっています。また、財務報告の信頼性の確保及び
意思決定の適正性の確保などを含めた『YOKOGAWAグループ内部統制システム』を定めており、当社グル
ープの業務が適正かつ効率的に実施されることを確保するための内部統制システムを整備しています。
 内部統制システムの有効性については、内部監査担当部署が年間計画に基づき内部監査を実施し、
重要な事項について取締役会及び監査役に報告しています。 

  

３．経営方針
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 58,663 54,624

受取手形及び売掛金 103,492 110,540

商品及び製品 16,477 14,699

仕掛品 8,745 7,993

原材料及び貯蔵品 10,250 12,665

繰延税金資産 2,829 3,087

その他 9,853 10,938

貸倒引当金 △3,175 △3,247

流動資産合計 207,136 211,302

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 48,927 46,167

機械装置及び運搬具（純額） 7,219 6,643

工具、器具及び備品（純額） 4,569 7,001

土地 17,243 16,682

リース資産（純額） 488 491

建設仮勘定 2,653 1,174

有形固定資産合計 81,101 78,160

無形固定資産   

ソフトウエア 8,126 23,349

その他 21,968 4,909

無形固定資産合計 30,095 28,258

投資その他の資産   

投資有価証券 31,731 31,849

繰延税金資産 2,076 1,959

その他 9,459 8,533

貸倒引当金 △368 △563

投資その他の資産合計 42,899 41,779

固定資産合計 154,096 148,198

資産合計 361,233 359,500
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 28,806 30,658

短期借入金 54,258 14,605

未払法人税等 3,270 3,307

賞与引当金 11,526 14,970

未払金 12,828 8,070

その他 41,402 43,004

流動負債合計 152,093 114,616

固定負債   

長期借入金 56,739 88,655

繰延税金負債 1,672 1,505

退職給付引当金 2,067 2,441

役員退職慰労引当金 203 165

その他 3,224 2,542

固定負債合計 63,907 95,310

負債合計 216,000 209,926

純資産の部   

株主資本   

資本金 43,401 43,401

資本剰余金 50,344 50,344

利益剰余金 73,011 79,002

自己株式 △11,001 △11,005

株主資本合計 155,755 161,741

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,145 2,483

繰延ヘッジ損益 △137 9

年金負債調整額 △374 △677

為替換算調整勘定 △15,686 △17,865

その他の包括利益累計額合計 △14,053 △16,050

少数株主持分 3,529 3,882

純資産合計 145,232 149,574

負債純資産合計 361,233 359,500
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 325,620 334,668

売上原価 215,130 195,430

売上総利益 110,489 139,238

販売費及び一般管理費 99,410 122,636

営業利益 11,079 16,601

営業外収益   

受取利息 305 392

受取配当金 1,553 1,561

持分法による投資利益 593 178

雑収入 1,302 1,239

営業外収益合計 3,754 3,371

営業外費用   

支払利息 2,815 2,652

為替差損 1,752 413

雑損失 1,676 2,870

営業外費用合計 6,244 5,936

経常利益 8,590 14,037

特別利益   

固定資産売却益 205 518

投資有価証券売却益 502 909

国庫補助金 333 333

その他 417 －

特別利益合計 1,459 1,761

特別損失   

固定資産売却損 79 10

固定資産除却損 304 281

減損損失 707 465

投資有価証券売却損 － 155

投資有価証券評価損 2,250 0

事業再編損 － 2,457

事業構造改善費用 6,800 755

その他 931 －

特別損失合計 11,074 4,126

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損
失（△）

△1,025 11,672

法人税、住民税及び事業税 4,490 5,217

法人税等調整額 630 △80

法人税等合計 5,121 5,136

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調
整前当期純損失（△）

△6,146 6,535

少数株主利益 545 583

当期純利益又は当期純損失（△） △6,692 5,952

横河電機㈱（6841）平成24年3月期 決算短信

- 11 -



（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益又は少数株主損益調
整前当期純損失（△）

△6,146 6,535

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △316 340

繰延ヘッジ損益 △219 146

年金負債調整額 △5 △302

為替換算調整勘定 △3,970 △2,119

持分法適用会社に対する持分相当額 △4 △3

その他の包括利益合計 △4,517 △1,939

包括利益 △10,663 4,596

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 △11,048 3,954

少数株主に係る包括利益 385 641
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 43,401 43,401

当期末残高 43,401 43,401

資本剰余金   

当期首残高 50,345 50,344

当期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 50,344 50,344

利益剰余金   

当期首残高 80,303 73,011

当期変動額   

剰余金の配当 △515 －

当期純利益又は当期純損失（△） △6,692 5,952

その他 △84 38

当期変動額合計 △7,292 5,990

当期末残高 73,011 79,002

自己株式   

当期首残高 △10,991 △11,001

当期変動額   

自己株式の取得 △11 △5

自己株式の処分 1 0

当期変動額合計 △9 △4

当期末残高 △11,001 △11,005

株主資本合計   

当期首残高 163,058 155,755

当期変動額   

剰余金の配当 △515 －

当期純利益又は当期純損失（△） △6,692 5,952

自己株式の取得 △11 △5

自己株式の処分 1 0

その他 △84 38

当期変動額合計 △7,302 5,986

当期末残高 155,755 161,741
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 2,450 2,145

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △304 337

当期変動額合計 △304 337

当期末残高 2,145 2,483

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 82 △137

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △219 146

当期変動額合計 △219 146

当期末残高 △137 9

年金負債調整額   

当期首残高 △369 △374

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額(純額) △5 △302

当期変動額合計 △5 △302

当期末残高 △374 △677

為替換算調整勘定   

当期首残高 △11,859 △15,686

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △3,827 △2,178

当期変動額合計 △3,827 △2,178

当期末残高 △15,686 △17,865

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △9,696 △14,053

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △4,356 △1,997

当期変動額合計 △4,356 △1,997

当期末残高 △14,053 △16,050

少数株主持分   

当期首残高 3,998 3,529

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △468 353

当期変動額合計 △468 353

当期末残高 3,529 3,882
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

純資産合計   

当期首残高 157,360 145,232

当期変動額   

剰余金の配当 △515 －

当期純利益又は当期純損失（△） △6,692 5,952

自己株式の取得 △11 △5

自己株式の処分 1 0

その他 △84 38

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △4,825 △1,644

当期変動額合計 △12,127 4,341

当期末残高 145,232 149,574
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純
損失（△）

△1,025 11,672

減価償却費 13,836 12,756

貸倒引当金の増減額（△は減少） △239 341

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,309 3,483

退職給付引当金の増減額（△は減少） △58 417

受取利息及び受取配当金 △1,859 △1,953

支払利息 2,815 2,652

投資有価証券評価損益（△は益） 2,250 0

持分法による投資損益（△は益） △593 △178

投資有価証券売却損益（△は益） △502 △753

固定資産除却損 304 281

減損損失 707 465

事業再編損 － 2,457

事業構造改善費用 6,800 755

売上債権の増減額（△は増加） 2,293 △7,640

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,669 △211

仕入債務の増減額（△は減少） 2,290 2,749

退職給付制度変更による未払金減少額 △4,235 △3,426

その他 2,122 △2,798

小計 24,547 21,070

利息及び配当金の受取額 1,921 2,206

利息の支払額 △2,827 △3,063

特別退職金等の支払額 △4,020 △3,370

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △3,452 △3,946

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,168 12,897

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3,377 △4,552

定期預金の払戻による収入 3,336 4,592

有形固定資産の取得による支出 △4,718 △6,798

有形固定資産の売却による収入 514 1,232

無形固定資産の取得による支出 △5,335 △4,655

投資有価証券の売却による収入 651 1,031

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

818 －

その他 116 1,309

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,993 △7,841
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △669 4,529

長期借入れによる収入 － 35,920

長期借入金の返済による支出 △24,236 △48,119

自己株式の取得による支出 △11 △5

配当金の支払額 △521 △4

少数株主への配当金の支払額 △250 △275

その他 1 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △25,688 △7,954

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,784 △1,005

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △19,297 △3,904

現金及び現金同等物の期首残高 76,555 57,334

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

76 △0

現金及び現金同等物の期末残高 57,334 53,429
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   該当事項はありません。  

  

１．連結の範囲に関する事項 

① 連結子会社  85社 

（主要会社名） 主要な連結子会社名は、「企業集団の状況」に記載しているため省略しました。 

  連結の範囲の変更があった会社は、次のとおりです。  

（増加  １社）  

  新規設立：   Yokogawa Electric Ukraine Ltd.（ウクライナ） 

（減少  １社）   

    会社清算：   横河エレクトロニクス・マニファクチャリング㈱ 

  

② 非連結子会社  

（主要会社名）    横河ファウンドリー㈱ 

    連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しています。 

  

２．持分法の適用に関する事項 

① 非連結子会社  １社 

（主要会社名）    横河ファウンドリー㈱ 

  

② 関連会社  ２社  

（主要会社名）    横河レンタ・リース㈱ 

  持分法の適用範囲の変更があった会社は、次のとおりです。 

（減少  １社）  

    株式売却：   横河オーガニゼーション・リソース・カウンセラーズ㈱ 

    

③ 持分法非適用会社 １社 

（主要会社名）       キューアンドエー㈱ 

  連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しています。 

  

④ 持分法適用会社のうち、決算日が連結決算日と異なる会社については、各社の直近の事業年度に係る財務諸 

 表を使用しています。 

  

３．連結子会社の事業年度等に関する事項 

 連結子会社のうち横河電機（蘇州）有限公司他13社については、決算日は12月31日です。 

 連結財務諸表作成に当たって、これらの会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表 

を使用しています。 

    

４．連結納税制度の適用 

 当社及び一部の連結子会社は、当連結会計年度より、連結納税制度を適用しています。 

   

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

当社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、従来、主として定率法によっていました

が、過去２年間の事業構造改革における事業ポートフォリオの見直しにより、使用可能期間にわたり減価償却費

を均等配分することが、今後の有形固定資産の利用形態の観点からより適切であると判断し、当連結会計年度よ

り、主として定額法へと変更しています。 

この結果、従来の方法によった場合と比較し、当連結会計年度の営業利益は1,786百万円、経常利益及び税金等

調整前当期純利益は1,815百万円それぞれ増加しています。 

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更
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（連結貸借対照表） 

前連結会計年度において、無形固定資産の「その他」に含めて表示していました「ソフトウエア」は、資産総

額の100分の５を超えたため、独立掲記しています。この結果、前連結会計年度において、無形固定資産の「その

他」に表示していた8,126百万円は、「ソフトウエア」として組み替えています。 

  

（連結キャッシュ・フロー計算書） 

前連結会計年度において、投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示していました「投資

有価証券の売却による収入」は、金額的重要性が増したため、当年度より独立掲記しています。 

この結果、前連結会計年度において、投資活動によるキャッシュ・フローの「その他」に表示していた651百万

円は、「投資有価証券の売却による収入」として組み替えています。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しています。 

  

（研究開発費の取り扱いの変更）  

当社及び一部の国内連結子会社は、研究開発費について、従来、基礎研究活動に係る費用を一般管理費として

計上する一方で、製品開発活動に係る費用については、ハードウェア開発と同時並行で生産設計・生産準備活動

といった製造活動を行ってきた経緯から、当期製造費用として計上していました。しかしながら、昨今の技術動

向の変化により製品開発の主体がソフトウェア開発へと移行していく中で、過去２年間の事業構造改革における

事業ポートフォリオの見直しにより、今後の研究開発活動についてはハードウェア開発の占める割合が減少し、

製造との一体活動も縮小することが見込まれることから、当連結会計年度より、当期製造費用として計上してい

た研究開発費の一部を、一般管理費として計上しています。 

この結果、従来の方法によった場合と比較し、当連結会計年度の売上総利益は21,194百万円増加しています

が、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益は470百万円それぞれ減少しています。 

（８）表示方法の変更

（９）追加情報
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１．報告セグメントの概要 

当社は、「制御事業」「計測機器事業」「その他事業」の３つを報告セグメントとしています。  

制御事業は、流量計、差圧・圧力伝送器、プロセス分析計等、現場のセンサから生産制御システム、プログラマブ

ルコントローラ、工業用記録計等、生産性向上のための各種ソフトウェア、プラントのライフサイクルコストを最小

化するサービスに至る総合的なソリューションを提供しています。 

計測機器事業は、波形測定器、光通信関連測定器、信号発生器、電力・温度・圧力測定器や、半導体テストシステ

ムを、また、細胞を生きたまま観察できる共焦点スキャナ等を提供しています。 

その他事業は、主に各種航空機向けにコックピット用フラットパネルディスプレイ、エンジン計器等の航空機用計

器、ジャイロコンパスやオートパイロット等の航海関連機器、気象観測システム機器や流量・流速計等の気象・水文

計測器等を提供しています。  

    

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報 

（注） １．報告セグメントの利益又は損失は、営業利益又は損失の数値です。 

２．報告セグメントの資産は、受取手形及び売掛金、たな卸資産、有形固定資産、無形固定資産の数値です。

３．「（７）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載のとおり、有形固定資産の減価

償却方法について、従来、主として定率法によっていましたが、当連結会計年度より、主として定額法へ

と変更しています。この結果、従来の方法によった場合と比較し、当連結会計年度の「制御事業」の営業

利益は1,167百万円増加し、「計測機器事業」の営業損失は464百万円減少し、「その他事業」の営業利益

は154百万円増加しています。 

４．「（９）追加情報」に記載のとおり、当社及び連結子会社で当期製造費用として計上していた研究開発費

の一部を、当連結会計年度より、一般管理費として計上しています。この結果、従来の方法によった場合

と比較し、当連結会計年度の「制御事業」の営業利益は454百万円減少し、「計測機器事業」の営業損失 

（10）連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

  

前連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 

   至 平成23年３月31日）

当連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 

   至 平成24年３月31日） 
対前期比 

金額 
（百万円） 

百分比 

（％） 
金額 

（百万円） 
百分比 
（％） 

増減金額 
（百万円） 

制御事業 

外部顧客に対する売上高 260,665  80.0 277,185  82.8 16,520

セグメント利益  16,464 148.6 19,896  119.8 3,432

セグメント資産  192,761  77.0  195,761  77.6 3,000

減価償却費 

減損損失 

   10,638

305

 76.9

    

 

 

10,535

261

 

 

82.6

    

 △103

△44

設備投資   8,929  78.8  8,813   79.1  △116

計測機器 

事業  

外部顧客に対する売上高 37,076 11.4  34,580  10.3  △2,496

セグメント利益  △6,391 △57.7  △3,572  △21.5 2,819

セグメント資産  34,274    13.7  32,824  13.0  △1,450

減価償却費 

減損損失 

 2,172

378

 15.7

    

 

 

1,417

1,046

 

 

11.1

    

 △755

668

設備投資     884  7.8  1,034  9.3  150

その他事業 

外部顧客に対する売上高 27,879 8.6  22,903  6.9  △4,976

セグメント利益  1,006 9.1  277  1.7  △729

セグメント資産    22,957    9.2  23,611  9.3 654

減価償却費 

減損損失 

 1,024

23

 7.4

    

 

 

803

108

 

 

6.3

    

 △221

85

設備投資   1,523  13.4  1,295  11.6  △228

連結 

外部顧客に対する売上高 325,620 100.0  334,668  100.0  9,047

セグメント利益  11,079 100.0  16,601  100.0 5,522

セグメント資産  250,163    100.0  252,318  100.0 2,155

減価償却費 

減損損失 

   13,836

707

   100.0

    

 

 

12,756

1,416

 

 

100.0

    

△1,079

708

設備投資     11,337    100.0  11,143   100.0   △193
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は14百万円増加し、「その他事業」の営業利益は０百万円減少しています。 

５．当連結会計年度の計測機器事業に係る資産の減損損失950百万円は連結損益計算書上、事業再編損として

計上しています。 

  

３．地域ごとの売上高 

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しています。 

各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりです。 

  (1) アジア  中国、シンガポール、韓国、インド等 

  (2) 欧州   オランダ、フランス、イギリス、ドイツ等 

  (3) 北米   米国、カナダ 

  (4) 中東    バーレーン、サウジアラビア等 

  (5) その他  ロシア、ブラジル、オーストラリア等 

  

  （注）１．なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため 

記載していません。  

        ２．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。 

  

 遊休化した社有地について、平成24年３月30日付けで売買契約を締結し、平成24年４月27日に引渡しが完了しま

した。平成25年３月期において固定資産売却益3,734百万円を計上します。 

  前連結会計年度 

(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成23年４月１日 

 至 平成24年３月31日) 

対前期比 

  金額（百万円） 
構成比 

（％） 
金額（百万円） 

構成比 

（％） 

増減金額 

（百万円） 

日本  140,920  43.3  135,785  40.6  △5,135

アジア  77,037  23.7  87,287  26.1  10,250

欧州  26,843  8.2  26,366  7.9  △477

北米  20,997  6.5  21,276  6.3  278

中東  22,952  7.0  27,815  8.3  4,862

その他  36,868  11.3  36,137  10.8  △731

連結売上高  325,620  100.0  334,668  100.0  9,047

(参考)海外売上高  184,699  56.7  198,882  59.4  14,182

（１株当たり情報）

  前連結会計年度 当連結会計年度 

１株当たり純資産額 550円19銭 565円69銭 

１株当たり当期純利益金額又は１株当たり

当期純損失金額（△） 
△25円98銭 23円11銭 

    前連結会計年度 当連結会計年度 

当期純利益金額又は当期純損失金

額（△） 
  △6,692百万円 5,952百万円 

普通株式に係る当期純利益金額 

又は当期純損失金額（△） 
  △6,692百万円 5,952百万円 

期中平均株式数   257,563,314株 257,550,540株 

（重要な後発事象）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,508 24,774

受取手形 1,425 1,323

売掛金 47,947 50,605

商品及び製品 3,511 3,170

仕掛品 2,432 1,790

原材料及び貯蔵品 1,695 2,022

前渡金 136 261

前払費用 1,326 1,736

短期貸付金 11,079 7,882

未収入金 4,282 7,839

その他 327 294

貸倒引当金 △2,537 △1,035

流動資産合計 96,137 100,665

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 30,366 27,921

構築物（純額） 1,092 931

機械及び装置（純額） 1,112 563

工具、器具及び備品（純額） 2,100 4,590

土地 12,527 12,295

建設仮勘定 2,675 453

その他（純額） 40 40

有形固定資産合計 49,917 46,796

無形固定資産   

のれん 219 83

特許権 30 15

借地権 602 675

ソフトウエア 7,180 22,755

ソフトウエア仮勘定 18,370 1,520

その他 55 51

無形固定資産合計 26,458 25,101

投資その他の資産   

投資有価証券 25,526 25,715

関係会社株式 31,019 28,132

関係会社出資金 12,559 12,559

関係会社長期貸付金 6,101 4,257

敷金及び保証金 1,069 783
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

長期金融資産 5,810 5,078

その他 592 603

貸倒引当金 △2,696 △2,727

投資その他の資産合計 79,982 74,403

固定資産合計 156,357 146,301

資産合計 252,495 246,966

負債の部   

流動負債   

支払手形 100 161

買掛金 14,003 14,548

短期借入金 1,204 5,103

1年内返済予定の長期借入金 48,176 3,872

未払金 11,041 8,288

未払費用 4,423 2,909

未払法人税等 178 188

前受金 485 411

預り金 360 314

前受収益 436 －

賞与引当金 5,469 7,711

その他 5,490 2,543

流動負債合計 91,370 46,053

固定負債   

長期借入金 56,519 88,079

繰延税金負債 1,433 1,329

その他 1,830 3,425

固定負債合計 59,784 92,834

負債合計 151,154 138,888
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（単位：百万円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当事業年度 
(平成24年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 43,401 43,401

資本剰余金   

資本準備金 46,350 36,350

その他資本剰余金 3,801 13,800

資本剰余金合計 50,151 50,151

利益剰余金   

利益準備金 5,372 －

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 1,353 1,409

別途積立金 11,783 －

繰越利益剰余金 △1,742 21,763

利益剰余金合計 16,766 23,172

自己株式 △11,001 △11,005

株主資本合計 99,317 105,718

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,022 2,359

評価・換算差額等合計 2,022 2,359

純資産合計 101,340 108,078

負債純資産合計 252,495 246,966
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（２）損益計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高   

製品売上高 153,412 151,070

売上高合計 153,412 151,070

売上原価   

製品期首たな卸高 3,291 2,734

当期製品製造原価 119,251 89,871

他勘定受入高 0 68

合計 122,543 92,673

他勘定振替高 1,516 388

製品期末たな卸高 2,734 2,280

製品売上原価 118,292 90,004

売上総利益 35,119 61,066

販売費及び一般管理費 45,484 64,346

営業損失（△） △10,364 △3,280

営業外収益   

受取利息 208 139

受取配当金 9,085 14,363

諸施設賃貸料 1,840 1,784

為替差益 － 66

雑収入 703 894

営業外収益合計 11,838 17,247

営業外費用   

支払利息 2,523 2,421

寄付金 121 21

諸施設賃貸費用 1,713 1,582

為替差損 949 －

雑損失 953 1,648

営業外費用合計 6,260 5,674

経常利益又は経常損失（△） △4,786 8,292
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 176 360

投資有価証券売却益 239 －

関係会社株式売却益 947 2,061

国庫補助金 333 333

関係会社貸倒引当金繰戻益 525 －

その他 425 －

特別利益合計 2,647 2,756

特別損失   

固定資産売却損 2 7

固定資産除却損 139 171

減損損失 567 254

関係会社生産設備減損損失補償費用 39 －

投資有価証券売却損 － 155

投資有価証券評価損 2,247 －

事業再編損 － 4,533

事業構造改善費用 5,974 755

その他 465 －

特別損失合計 9,436 5,878

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △11,575 5,170

法人税、住民税及び事業税 153 △1,087

法人税等調整額 △23 △43

法人税等合計 130 △1,131

当期純利益又は当期純損失（△） △11,705 6,301
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 43,401 43,401

当期末残高 43,401 43,401

資本剰余金   

資本準備金   

当期首残高 46,350 46,350

当期変動額   

資本準備金の取崩 － △10,000

当期変動額合計 － △10,000

当期末残高 46,350 36,350

その他資本剰余金   

当期首残高 3,801 3,801

当期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

資本準備金の取崩 － 10,000

当期変動額合計 △0 9,999

当期末残高 3,801 13,800

資本剰余金合計   

当期首残高 50,151 50,151

当期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

当期変動額合計 △0 △0

当期末残高 50,151 50,151

利益剰余金   

利益準備金   

当期首残高 5,372 5,372

当期変動額   

利益準備金の取崩 － △5,372

当期変動額合計 － △5,372

当期末残高 5,372 －

その他利益剰余金   

退職積立金   

当期首残高 1,255 －

当期変動額   

退職積立金の取崩 △1,255 －

当期変動額合計 △1,255 －

当期末残高 － －

配当準備積立金   

当期首残高 1,235 －

当期変動額   

配当準備積立金の取崩 △1,235 －

当期変動額合計 △1,235 －

横河電機㈱（6841）平成24年3月期 決算短信

- 27 -



（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当期末残高 － －

固定資産圧縮積立金   

当期首残高 1,418 1,353

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 △65 △49

税率変更に伴う固定資産圧縮積立金
の増加

－ 105

当期変動額合計 △65 55

当期末残高 1,353 1,409

別途積立金   

当期首残高 11,783 11,783

当期変動額   

別途積立金の取崩 － △11,783

当期変動額合計 － △11,783

当期末残高 11,783 －

繰越利益剰余金   

当期首残高 7,922 △1,742

当期変動額   

利益準備金の取崩 － 5,372

別途積立金の取崩 － 11,783

退職積立金の取崩 1,255 －

配当準備積立金の取崩 1,235 －

固定資産圧縮積立金の取崩 65 49

剰余金の配当 △515 －

当期純利益又は当期純損失（△） △11,705 6,301

当期変動額合計 △9,665 23,506

当期末残高 △1,742 21,763

利益剰余金合計   

当期首残高 28,986 16,766

当期変動額   

税率変更に伴う固定資産圧縮積立金の増
加

－ 105

剰余金の配当 △515 －

当期純利益又は当期純損失（△） △11,705 6,301

当期変動額合計 △12,220 6,406

当期末残高 16,766 23,172

自己株式   

当期首残高 △10,991 △11,001

当期変動額   

自己株式の取得 △11 △4

自己株式の処分 1 △0

当期変動額合計 △9 △4

当期末残高 △11,001 △11,005

株主資本合計   

当期首残高 111,548 99,317
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（単位：百万円）

前事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当期変動額   

税率変更に伴う固定資産圧縮積立金の増加 － 105

剰余金の配当 △515 －

当期純利益又は当期純損失（△） △11,705 6,301

自己株式の取得 △11 △4

自己株式の処分 1 △0

当期変動額合計 △12,230 6,401

当期末残高 99,317 105,718

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 2,389 2,022

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △366 336

当期変動額合計 △366 336

当期末残高 2,022 2,359

評価・換算差額等合計   

当期首残高 2,389 2,022

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △366 336

当期変動額合計 △366 336

当期末残高 2,022 2,359

純資産合計   

当期首残高 113,937 101,340

当期変動額   

税率変更に伴う固定資産圧縮積立金の増加 － 105

剰余金の配当 △515 －

当期純利益又は当期純損失（△） △11,705 6,301

自己株式の取得 △11 △4

自己株式の処分 1 △0

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △366 336

当期変動額合計 △12,596 6,738

当期末残高 101,340 108,078
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（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

有形固定資産の減価償却方法について、従来、主として定率法によっていましたが、過去２年間の事業構造改

革における事業ポートフォリオの見直しにより、使用可能期間にわたり減価償却費を均等配分することが、今後

の有形固定資産の利用形態の観点からより適切であると判断し、当事業年度より、主として定額法へ変更してい

ます。 

この結果、従来の方法によった場合と比較し、当事業年度の営業損失は1,166百万円減少し、経常利益及び税引

前当期純利益は1,350百万円それぞれ増加しています。 

  

（貸借対照表） 

前事業年度において独立掲記していました投資その他の資産の「長期前払費用」は、金額的重要性が減少した

ため当事業年度より「その他」に含めて表示しています。この結果、前事業年度において、投資その他の資産の

「長期前払費用」に表示していました110百万円は、「その他」として組み替えています。  

前事業年度において独立掲記していました固定負債の「長期未払金」は、金額的重要性が減少したため当事業

年度より「その他」に含めて表示しています。この結果、前事業年度において、固定負債の「長期未払金」に表

示していました213百万円は、「その他」として組み替えています。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用） 

 当事業年度の期首以降に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しています。 

  

（研究開発費の取り扱いの変更）  

 研究開発費について、従来、基礎研究活動に係る費用を一般管理費として計上する一方で、製品開発活動に係

る費用については、ハードウェア開発と同時並行で生産設計・生産準備活動といった製造活動を行ってきた経緯

から、当期製造費用として計上していました。しかしながら、昨今の技術動向の変化により製品開発の主体がソ

フトウェア開発へと移行していく中で、過去２年間の事業構造改革における事業ポートフォリオの見直しによ

り、今後の研究開発活動についてはハードウェア開発の占める割合が減少し、製造との一体活動も縮小すること

が見込まれることから、当事業年度より、当期製造費用として計上していた研究開発費の一部を、一般管理費と

して計上しています。 

この結果、従来の方法によった場合と比較し、当事業年度の売上総利益は18,229百万円増加していますが、営

業損失は470百万円増加し、経常利益及び税引前当期純利益は470百万円それぞれ減少しています。  

  

（重要な後発事象）  

 遊休化した社有地について、平成24年３月30日付けで売買契約を締結し、平成24年４月27日に引渡しが完了し

ました。平成25年３月期において固定資産売却益3,664百万円を計上します。    

（４）会計処理方法の変更

（５）表示方法の変更

（６）追加情報

（７）個別財務諸表に関する注記事項

横河電機㈱（6841）平成24年3月期 決算短信

- 30 -



（１）生産、受注及び販売の状況 

  ①生産実績 

  （注）１．金額は販売価格によっています。 

        ２．上記の金額には、消費税等は含まれていません。 

 ②受注状況 

 （注）上記の金額には、消費税等は含まれていません。 

 ③販売実績 

   （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれていません。 

          ２．総販売実績に対する販売割合が10％以上の相手先はありません。 

          ３．セグメント間の取引については相殺消去しています。 

   

（２）役員の異動 

    平成24年４月24日付で別途公表しました「取締役・監査役候補者の決定について」をご参照ください。 

６．その他

セグメントの名称 

前連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日） 

前期比 

金額 

(百万円) 

構成比 

(％) 

金額 

(百万円) 

構成比 

(％) 

金額 

(百万円) 

増減率 

(％) 

制御事業  260,665  80.3  277,161  83.0  16,496  6.3

計測機器事業  37,075  11.4  34,580  10.3  △2,495  △6.7

その他事業  26,948  8.3  22,288  6.7  △4,660  △17.3

合計  324,688  100.0  334,029  100.0  9,341  2.9

セグメントの名称 

前連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日） 

前期比 

受注高 

(百万円) 

受注残高 

(百万円) 

受注高 

(百万円) 

受注残高 

(百万円) 

受注高 

(百万円) 

受注残高 

(百万円) 

制御事業  268,925  135,369  288,452  144,825  19,527  9,456

計測機器事業  34,910  5,662  33,995  4,144  △915  △1,518

その他事業  30,258  18,565  21,619  17,101  △8,639  △1,464

合計  334,093  159,596  344,066  166,070  9,973  6,474

セグメントの名称 

前連結会計年度 

（自 平成22年４月１日 

至 平成23年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成23年４月１日 

至 平成24年３月31日） 

前期比 

金額 

(百万円) 

構成比 

(％) 

金額 

(百万円) 

構成比 

(％) 

金額 

(百万円) 

増減率 

(％) 

制御事業  260,665  80.0  277,185  82.8  16,520  6.3

計測機器事業  37,076  11.4  34,580  10.3  △2,496  △6.7

その他事業  27,879  8.6  22,903  6.9  △4,976  △17.8

合計  325,620  100.0  334,668  100.0  9,048  2.8
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平成24年５月11日

横河電機株式会社

平 成 24 年 ３ 月 期 連 結 決 算 情 報       
                                            （単位：百万円）

  

連結会計年度  受注高                                     （単位：百万円）

  

連結会計年度  売上高                                     （単位：百万円）

  

連結会計年度  営業利益                                    （単位：百万円）

  

<参考資料>

  H23/3 H24/3 前期比 

金額 売上高比 金額 売上高比 金額 売上高比 

売 上 高  325,620 -   334,668 -  9,047 - 

営 業 利 益  11,079 % 3.4   16,601 % 5.0  5,522 % 1.6

経 常 利 益  8,590 % 2.6   14,037 % 4.2  5,447 % 1.6

当 期 純 利 益  △6,692 % △2.1   5,952 % 1.8  12,644 % 3.9

包 括 利 益  △10,663  % △3.3   4,596 % 1.4  15,260  % 4.7

総 資 産  361,233  359,500  △1,732

純 資 産  145,232  149,574  4,341

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率 % △4.5 % 4.1 % 8.6

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 円 △25.98 円23.11 円 49.09

1 株 当 た り 純 資 産 円 550.19 円 565.69 円 15.50

設 備 投 資  11,337  11,143  △193

減 価 償 却 費  13,836  12,756  △1,079

研 究 開 発 費  29,179  27,472  △1,707

期 中 平 均 為 替 レ ー ト       

米ドル 円 85.13 円 78.82 円 △6.31

ユーロ 円 112.45 円 109.34 円 △3.11

  H23/3 H24/3 H25/3 予想 

制 御 事 業  268,925  288,452 296,000

計 測 機 器 事 業  34,910  33,995 33,000

そ の 他 事 業  30,258  21,619 21,000

合 計  334,093  344,066 350,000

  H23/3 H24/3 H25/3 予想 

制 御 事 業 260,665  277,185 283,000

計 測 機 器 事 業 37,076  34,580 33,000

そ の 他 事 業 27,879  22,903 23,000

合 計 325,620  334,668 339,000

  H23/3 H24/3 H25/3 予想 

制 御 事 業  16,464  19,896 21,500

計 測 機 器 事 業  △6,391  △3,572  △3,000

そ の 他 事 業    1,006  277 500

合 計  11,079  16,601 19,000
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